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本資料は審議の結果変更になる場合がある
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フラッシュ操作前

流
量

時間

河口堰運用後は、ＤＯの
低い塩水塊の侵入が無く
なり、堰上流の底層ＤＯ
は、汽水域であった頃に
比べ改善しました。
夏期には、水温が上昇す
ることにより表層と下層の
温度差による密度さが生
じ、下層の水が動きにくく
なり、一時的に底層のDO
が低下する場合がありま
す。

低DO

上段
ゲート 下段

ゲート

底層の低いDOの河川水

を勢いよく流下（フラッ
シュ操作）させることによ
り、塩分が侵入しない範
囲内で、下層に流動を生
じさせ、底層DOの低下を

防ぎます。さらに、流下し
た水は下流での混合等
によりDOの改善効果が
期待されます。

上流
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フラッシュ操作時

フラッシュ操作時堰状況図

アンダーフローによるフラッシュ操作とは

１．平成２３年度フラッシュ操作について

【塩水を遡上させない範囲におけるフラッシュ操作】

※オーバーフロー時
上下流水位差10㎝以上

堰下流水位

堰上流水位

満潮１ｈ前目途に回復水位回復操作フラッシュ操作

管理目標水位
管理目標水位

約１２ｈ （１日に２回）

満潮 満潮

干潮

※アンダーフロー時
上下流水位差20㎝以上

水位

時間

※塩水が遡上し
ない条件

※オーバーフロー時
上下流水位差10㎝以上

堰下流水位

堰上流水位

満潮１ｈ前目途に回復水位回復操作フラッシュ操作

管理目標水位
管理目標水位

約１２ｈ （１日に２回）

満潮 満潮

干潮

※アンダーフロー時
上下流水位差20㎝以上

水位

時間

※塩水が遡上し
ない条件
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河川環境の保全と更なる改善を目指して

現行の操作

より適切な管理に向けた新たな取り組み

上流

上段
ゲート

下段
ゲート

下流

●底層ＤOの改善状況

●流動の状況

●底質の状況

上流

目的
底層ＤＯ値の改善のための

フラッシュ操作（アンダーフロー）

操作の開始基準
伊勢大橋地点（河口から６．４ｋｍ）
の底層ＤＯが６ｍｇ／ｌ未満

実施時期
水温躍層によるＤＯ低下が生じやすい
夏期（５月～９月）を基本に実施

操作形態

上流下流

低 DO

上段
ゲート 下段

ゲート

操作開始基準 伊勢大橋地点の低層DOが7.5mg/l未満

●河口堰上流の表層の溶存酸素量（ＤＯ）は、
概ね良好であるが、夏期に底層ＤＯの一時的
な低下が見られるため、塩水が侵入しない範
囲内で堰上流の底層の溶存酸素量の保全を
目的とした、フラッシュ操作を実施している。

（平成１２～２２年の実績平均で、年間約４１回
程度実施）

■目的
河川環境の保全と更なる改善に向け、夏期（４月～９月）

の底層の溶存酸素量（DO）の低下頻度の減少を目指す。
■実施内容

○アンダーフローによるフラッシュ操作の開始基準を底層
ＤＯ ６mg/lから７．５mg/lに変更。

○これにより、アンダーフローによるフラッシュ操作の回数
が約２．３倍に増加。 （平成12～22年の実績平均約４１
回/年⇒約９４回/年に増加）（※試算値）

■検証内容

検証項目：底層ＤＯの改善状況、流動の状況、底質の状況、底生動物

１．平成２３年度フラッシュ操作について

平成12年 6/20-9/8 32

平成13年 5/22-9/27 14

平成14年 6/2-9/26 47

平成15年 5/23-9/13 23

平成16年 6/5-9/17 22

平成17年 5/5-9/20 59

平成18年 6/5-9/30 82

平成19年 5/17-8/20 18

平成20年 5/7-9/17 56

平成21年 4/10-9/30 54

平成22年 6/4-9/13 43

40.9

フラッシュ操作実施期間
フラッシュ操作回数
（アンダーフロー）

年平均
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流量（m3/s)

洪水時（全開）

オーバー
フロー

アンダー
フロー

１月 ２月 ３月 ５月 ６月 ８月７月４月 ９月 １０月 １１月 １２月

フラッ
シュ
放流

309/2819169/14 158/188/168/48/17/77/56/236/216/226/76/6
流向・流速

調査
実施日

9/98/228/198/87/156/286/176/156/104/14底質

9/157/14底生動物

平成２３年流況による操作実績

アンダーフラッシュ119 回

オーバーフラッシュ 3 回

全開操作 8 回

アンダーフラッシュ操作実施回数

１．平成２３年度フラッシュ操作について

フラッシュ操作回数
（アンダーフロー）

平成12年 6/20-9/8 32

平成13年 5/22-9/27 14

平成14年 6/2-9/26 47

平成15年 5/23-9/13 23

平成16年 6/5-9/17 22

平成17年 5/5-9/20 59

平成18年 6/5-9/30 82

平成19年 5/17-8/20 18

平成20年 5/7-9/17 56

平成21年 4/10-9/30 54

平成22年 6/4-9/13 43

40.9

平成23年 5/19-9/19 119

平成12～22平均

フラッシュ操作実施期間

流入量(m3/s)
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１．平成２３年度フラッシュ操作について

月日
フラッシュ
開始時間

フラッシュ
終了時間

フラッシュ
前

放流量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

Ｆｌ前
水位

Fl後
水位

使用
ゲート

ゲート
開度
(cm)

月日

フラッ
シュ
開始
時間

フラッ
シュ
終了
時間

フラッ
シュ前
放流量
(m3/s)

最大放
流量

(m3/s)

Ｆｌ前
水位

Fl後
水位

使用
ゲート

ゲー
ト開
度

(cm)

番号 月日
フラッシュ
開始時間

フラッシュ
終了時間

フラッシュ前
放流量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

Ｆｌ前
水位

Fl後
水位

使用
ゲート

ゲート
開度
(cm)

1 5.19 21:20 21:50 41.78 333.11 1.20 1.10 6～9 82 41 6.24 13:30 14:00 125.29 475.76 0.95 0.83 6～9 88 81 8.6 12:10 12:40 109.72 375.87 1.09 0.98 6～9 86
2 5.20 8:30 09:00 42.98 323.85 1.07 0.97 〃 80 42 6.25 1:10 1:40 107.95 404.56 0.99 0.90 〃 95 82 8.7 0:00 0:30 178.91 453.28 1.03 0.93 〃 125
3 5.20 22:00 22:30 44.23 325.13 1.20 1.10 〃 77 43 6.25 15:20 15:50 106.66 413.93 0.98 0.89 〃 69 83 8.7 13:40 14:10 160.32 423.39 0.95 0.84 〃 105
4 5.21 9:10 09:40 43.96 329.36 1.03 0.93 〃 80 44 6.26 2:30 3:00 105.56 402.87 0.98 0.88 〃 95 84 8.8 16:40 17:10 103.38 373.83 0.95 0.86 〃 91
5 5.21 22:50 23:20 41.94 313.56 1.11 1.01 〃 75 45 6.26 16:20 16:50 194.37 584.62 0.97 0.87 〃 104 85 8.9 2:10 2:40 92.50 372.07 0.96 0.87 〃 95
6 5.22 9:50 10:20 40.44 324.58 0.97 0.88 〃 85 46 6.27 17:20 17:50 208.68 550.95 0.98 0.89 〃 117 86 8.9 17:30 18:00 97.45 359.80 0.96 0.87 〃 109
7 5.22 23:30 24:00 40.47 310.71 1.06 0.96 〃 69 47 6.29 19:10 19:40 189.74 552.51 1.03 0.92 〃 125 87 8.10 3:40 4:10 89.53 348.99 0.96 0.87 〃 98
8 5.23 10:40 11:10 41.51 339.48 0.97 0.85 〃 75 48 6.30 5:40 6:10 173.56 516.97 1.11 1.00 〃 118 88 8.10 18:30 19:00 85.09 360.15 1.13 1.04 〃 95
9 5.24 0:00 00:30 47.45 320.77 0.99 0.91 〃 80 49 7.1 6:40 7:10 127.03 481.97 1.20 1.08 〃 112 89 8.11 18:50 19:20 61.26 343.75 1.24 1.14 〃 91
10 5.24 11:20 11:50 57.31 336.42 1.08 1.00 〃 61 50 7.1 20:50 21:20 275.27 552.00 1.26 1.14 〃 111 90 8.12 19:20 19:50 101.97 397.15 1.28 1.18 〃 107
11 5.25 1:20 01:50 49.64 329.05 1.02 0.93 〃 70 51 7.2 7:20 7:50 142.89 488.86 1.26 1.16 〃 108 91 8.13 20:00 20:30 108.00 399.28 1.29 1.18 〃 99
12 5.25 13:10 13:40 46.28 324.29 1.00 0.90 〃 60 52 7.2 21:00 21:30 178.47 482.56 1.27 1.15 〃 120 92 8.14 7:20 7:50 51.89 347.79 1.26 1.16 〃 86
13 5.26 2:00 02:30 48.16 329.64 1.03 0.94 〃 69 53 7.3 8:10 8:40 123.97 433.14 1.24 1.15 〃 111 93 8.14 20:20 20:50 74.54 368.11 1.29 1.19 〃 96
14 5.26 14:40 15:10 47.60 326.34 0.97 0.87 〃 65 54 7.3 21:30 22:00 118.72 426.17 1.29 1.18 〃 109 94 8.15 20:40 21:10 71.42 393.36 1.29 1.18 〃 100
15 5.27 3:00 03:30 41.72 300.70 0.98 0.88 〃 82 55 7.4 8:50 9:20 122.55 405.58 1.23 1.13 〃 106 95 8.16 8:20 8:50 162.91 436.65 1.28 1.17 〃 110
16 5.27 15:50 16:20 42.78 322.16 0.98 0.89 〃 70 56 7.4 22:30 23:00 230.05 589.50 1.28 1.17 〃 97 96 8.16 21:10 21:40 105.20 425.32 1.28 1.16 〃 101
17 5.28 3:50 04:20 41.38 312.07 1.02 0.94 〃 77 57 7.5 9:30 10:00 153.75 439.29 1.24 1.14 〃 111 97 8.17 8:50 9:20 79.79 370.15 1.26 1.15 〃 100
18 5.28 17:00 17:30 40.81 318.20 1.05 0.96 〃 71 58 7.7 11:20 11:50 122.03 416.13 1.06 0.96 〃 98 98 8.17 21:20 21:50 78.15 374.96 1.29 1.18 〃 96
19 5.29 4:40 5:10 43.84 334.63 1.09 1.00 〃 77 59 7.11 2:40 3:10 161.84 425.67 0.96 0.86 〃 103 99 8.18 9:30 10:00 88.33 383.13 1.17 1.05 〃 105
20 6.6 23:00 23:30 50.97 342.16 1.31 1.22 〃 77 60 7.11 17:00 17:30 132.96 395.78 0.96 0.86 〃 103 100 8.18 21:50 22:20 88.13 381.83 1.27 1.16 5～7、9 94
21 6.9 0:40 1:10 47.24 314.84 1.22 1.12 〃 75 61 7.12 4:00 4:30 121.04 381.46 0.97 0.87 〃 98 101 8.19 10:51 11:21 112.04 386.85 1.14 1.05 6～9 79
22 6.9 12:50 13:20 48.56 312.42 1.00 0.90 〃 75 62 7.12 18:10 18:40 117.55 403.31 1.02 0.92 〃 114 102 8.21 23:30 24:00 179.69 455.16 1.08 0.99 〃 119
23 6.10 14:20 14:50 42.54 309.19 1.00 0.90 〃 76 63 7.13 19:00 19:30 121.68 383.69 1.16 1.06 〃 105 103 8.23 0:40 1:10 217.83 483.69 1.01 0.93 〃 116
24 6.11 2:40 3:10 44.80 319.46 1.11 1.03 〃 88 64 7.14 19:30 20:00 101.37 386.23 1.25 1.14 〃 103 104 8.30 8:17 8:37 175.02 712.75 1.48 1.31 〃 147
25 6.15 19:40 20:10 132.31 431.72 1.27 1.17 〃 114 65 7.15 20:20 20:50 105.42 381.89 1.28 1.17 〃 91 105 8.31 8:40 9:00 151.00 692.96 1.47 1.33 〃 162
26 6.16 7:10 7:40 126.35 424.02 1.14 1.03 〃 97 66 7.16 20:50 21:20 117.09 394.56 1.25 1.14 〃 99 106 8.31 21:00 21:20 91.11 620.05 1.50 1.36 〃 155
27 6.16 20:40 21:10 143.29 477.62 1.28 1.17 〃 109 67 7.17 21:10 21:40 93.35 359.09 1.28 1.17 〃 93 107 9.1 10:00 11:00 157.19 692.29 1.44 1.18 4～9 91
28 6.17 8:00 8:30 118.64 475.88 1.21 1.09 〃 96 68 7.22 11:10 11:40 191.71 445.87 1.08 0.97 4,7～9 109 108 9.11 19:20 19:50 137.33 437.67 1.27 1.15 6～9 97
29 6.17 21:10 21:40 146.56 474.20 1.29 1.17 〃 115 69 7.22 23:20 23:50 161.87 432.07 1.15 1.04 6～9 120 109 9.12 7:00 7:30 116.11 395.85 1.16 1.05 〃 102
30 6.18 8:20 8:50 96.28 409.07 1.23 1.12 〃 98 70 7.23 12:20 12:50 147.35 404.84 0.99 0.89 〃 95 110 9.12 19:40 20:10 128.39 422.45 1.25 1.13 〃 103
31 6.18 21:40 22:10 203.09 564.07 1.28 1.19 〃 120 71 7.24 0:00 0:30 121.93 362.97 1.04 0.96 〃 108 111 9.13 7:30 8:00 117.87 400.21 1.22 1.11 〃 108
32 6.19 8:50 9:20 175.03 561.62 1.20 1.09 〃 127 72 7.24 14:00 14:30 102.70 376.36 0.95 0.85 〃 86 112 9.13 20:00 20:30 115.51 444.51 1.29 1.17 〃 114
33 6.19 22:10 22:40 144.34 498.08 1.26 1.14 〃 116 73 7.25 1:10 1:40 101.88 364.04 0.97 0.88 〃 102 113 9.14 8:10 8:40 119.44 411.83 1.28 1.16 〃 104
34 6.20 10:00 10:30 140.50 499.11 1.05 0.93 〃 103 74 7.25 16:00 16:30 127.33 396.43 0.95 0.87 〃 87 114 9.14 20:20 20:50 121.66 422.98 1.29 1.18 〃 106
35 6.20 22:50 23:20 126.80 467.30 1.24 1.14 〃 100 75 7.26 2:30 3:00 152.80 398.42 0.97 0.87 〃 99 115 9.15 8:30 9:00 110.02 391.36 1.24 1.12 〃 107
36 6.21 10:10 10:40 134.92 489.79 1.07 0.96 〃 101 76 7.26 17:20 17:50 133.00 396.92 0.96 0.87 〃 93 116 9.15 20:40 21:10 88.94 396.07 1.24 1.13 〃 103
37 6.21 23:20 23:50 125.03 478.15 1.15 1.04 〃 106 77 7.27 3:40 4:10 188.87 421.68 0.97 0.89 〃 103 117 9.16 09:10 9:40 82.73 356.55 1.23 1.12 〃 100
38 6.22 11:00 11:30 134.15 449.19 0.96 0.86 〃 93 78 8.1 8:20 9:00 50.49 646.89 1.40 1.18 3～9 84 118 9.19 11:10 11:40 181.32 438.35 1.01 0.91 〃 118
39 6.22 23:50 0:20 109.31 427.69 1.03 0.94 〃 106 79 8.2 21:30 22:20 113.38 788.46 1.37 1.11 6～9 72 119 9.19 22:20 22:50 204.79 467.24 1.04 0.94 〃 120
40 6.23 12:00 12:30 103.42 418.43 0.98 0.87 〃 85 80 8.4 10:10 10:40 103.29 429.00 1.19 1.08 5,6,8,9 110

平成23年度　アンダーフラッシュ操作状況一覧表

年月日
フラッシュ
開始時間

フラッシュ
終了時間

フラッシュ前
放流量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

Ｆｌ前
水位

Fl後
水位

使用ゲート
ゲート開度

(cm)

4.18 20:30 21:30 1.32 1.19
4.19 21:00 21:40 1.29 1.09
9.16 21:00 22:00 1.29 1.11 6～８号

オーバーフラッシュ操作状況一覧表
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２．平成２３年モニタリング調査実施内容（１）
平成２３年度 モニタリング調査一覧（4月～9月）

調査手法 調査地点
3.0km(イーナちゃん)
6.4km(イセくん)
13.6km(ナガラちゃん)
22.6km(トーカイくん)
3.8km 9 月 15 日
4.0km 8 月 4 日
5.0km 8 月 1 日
5.2km 7 月 6 日
6.4km左岸 6 月 21 日
6.4km右岸 7 月 5 日
8.0km 6 月 22 日

8 月 16 日
8 月 18 日

18.0km 9 月 15 日
22.6km 8 月 18 日

8 月 4 日
9 月 16 日
9 月 28 日
9 月 28 日
9 月 28 日

13.6km～18.0km 9 月 19 日
（堰上流） 9 月 30 日

9 月 19 日
9 月 30 日

3.8km 9 月 14 日
4.0km 8 月 4 日
4.9km 6 月 6 日
5.0km 9 月 14 日
6.0km 6 月 7 日
6.4km 9 月 14 日
6.4km,7.0km,8.0km,
13.6km,22.6km
5.0km,6.4km 9 月 14 日
3.8km,4.0km,18.0km 9 月 15 日
5.0km,18.0km 9 月 16 日
6.4km,18.0km 9 月 19 日

２４時間自動観測
(水温・DO・クロロフィル
ａ・塩化物イオン濃度)

年間①自動監視 1
水質自動監視装
置による観測

調査項目

3.0km～5.2km
（堰下流）

19.0km～23.0km
（堰上流）

6.0km～9.0km
（堰上流）

月 日

②流動調査

フラッシュ調査前後を含む
時間で定点観測（①流向②
流速）
※音響ドップラー流速計使
用

13.6km

フラッシュ操作の影響があ
る時間内で縦断観測（①流
向②流速）
※音響ドップラー流速計使
用

フラッシュ操作前・中・後
等の時間で横断観測（①流
向②流速）
※音響ドップラー流速計使
用

流向・流速調査
（定点観測）

流向・流速調査
（縦断観測）

流向・流速調査
（横断観測）

1

2

3

③水質調査 1

水質観測（①Ｄ
Ｏ水質センサー
による現地観
測）

現地で横断方向に３地点、
鉛直１ｍ間隔で水質観測
（①ＤＯ②水温③塩分濃度
（堰下流のみ））
※水質センサー使用

日8 月 18
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２．平成２３年モニタリング調査実施内容（２）
平成２３年度 モニタリング調査一覧（4月～9月）

調査項目 調査項目 調査手法 調査地点

4.0km（①②③）※ 4 月 14 日
5.0km（①②③④⑤） 6 月 10 日

1 5.2km（①②③④⑤） 7 月 15 日
5.6km（①②③④⑤） 8 月 8 日
6.0km（①②③④⑤⑥） 8 月 19 日
※4kmは7月以降実施 9 月 9 日

5 月 25 日
No17,No16,No2 6 月 29 日

2 No 5,No8,No14 7 月 27 日
※詳細地点は別紙 9 月 9 日

9 月 29 日
8 月 18 日
9 月 14 日
9 月 15 日
9 月 16 日

5.2km（堰直下） 8 月 4 日
8 月 4 日
8 月 18 日
9 月 14 日
9 月 15 日
9 月 16 日
9 月 19 日
9 月 28 日
7 月 14 日
9 月 15 日

3.0km,5.0km（下流）
6.0km,9.0km（上流）
各横断報告３地点

4.9km（堰直下）

5.6km（堰直上）

底生動物（①種
同定②個体数②
種別湿重量）

スミスマッキンタイヤー型
採泥器で１地点当たり５回
採泥（0.25m2)

濁度観測
底から約20cmに濁度計を設
置し、フラッシュ実施時の
水質を測定

浮泥厚調査

底質観測（①酸
化還元電位②ヤ
マトシジミ個体
数：堰下流）

⑤底生動物調
査

3

1

エクマンバージ採泥器で１
地点当たり１回採取容器に
入れ、センサーで表層付近
のＯＲＰを計測。
※堰下流はシジミ個体数を
計測

コア採取と目視観察によ
り、浮泥厚を調査
※潜水でアクリルコアで採
取

④底質調査

月 日

8



自動監視装置の測定位置

2. フラッシュ操作による水質改善効果（DO）

• フラッシュ操作前とフラッシュ操作後の水質状況を比較※

（地点：伊勢大橋（イセくん）、長良川大橋（ナガラちゃん））
• フラッシュ操作時の詳細時系列変化を整理
• 基準変更（6mg/l→7.5mg/lよるＨ２３年度のDO低下頻度の減少※

３．モニタリング調査結果 水質調査（自動監視）

1. 平成２３年（4月～9月）における水質変動状況

• 水温・DO・流量・風向風速・水位変動 クロロフィルa
• 堰上流：伊勢大橋（6.4km) 長良大橋（13.6km) 東海大橋（22.6km)  
• 堰下流：揖斐長良大橋（3.0km)

・操作前：フラッシュ操作開始直前の値

・操作後：フラッシュ操作終了時点の値

・改善量：操作後水質－操作前水質

・改善率：水質改善量／操作前水質

※効果の評価数値

・平成１２年～２２年データ及び平成２３年を比較

上流下流

■フラッシュ操作
開始基準（底層）

トーカイくん
22.6km

上流
長

良
川

河
口

堰

6.0km

イセくん
6.4km

イーナちゃん

3.0km
ナガラちゃん

13.6km

平面図

5.4km

揖
斐

長
良

大
橋

伊
勢

大
橋

長
良

川
大

橋

底層（河床上 0.5m）

表層（2割水深）

低層(8割水深)

底層（河床上 0.5m）

表層（2割水深）

底層（河床上 0.5m）

表層（2割水深）

東
海

大
橋

表層（2割水深）

低層(8割水深) 低層(8割水深) 低層(8割水深)

・伊勢大橋底層ＤＯ6mg/lを下回った時間×低下量 9
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伊勢大橋（6.4km)

３．モニタリング調査結果 水質調査（自動監視）
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水質調査（自動監視）３．モニタリング調査結果

東海大橋（２２.6km)
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水質調査（自動監視）３．モニタリング調査結果
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水質調査（自動監視）３．モニタリング調査結果
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14

水質調査（自動監視）３．モニタリング調査結果

東海大橋(表層 月平均)
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※60mg/L 以上は欠測

※60mg/L 以上は欠測

※60mg/L 以上は欠測

クロロフィルa（表層2割水深）月平均値（4月～9月）の経年変化



平成２３年度の水質状況

３．モニタリング調査結果

調査結果（事象） 今後の課題

●

平成２３年度フラッシュ操作期間（４月～９月）の
伊勢大橋地点の底層ＤＯは、概ね5mg/l以上で推移
し、8月に一時的に3mg/l程度まで低下が見られた。
DOの低下は、出水等により改善が見られた。

●
クロロフィルａは夏期に60μg/l程度まで一時的な上
昇が確認されたが、近年と比較して最大値に増加は
見られなかった。

H23年度の
水質状況

・堰上流の底層DOは、フラッシュ
操作の効果もあり、一時的に
3mg/l以下まで低下したが、概ね
5mg/l以上で推移した。
・今後各年の気象・流況との比較
及びシミュレーションにより、操
作回数が増加したことによる効果
を確認する必要がある。

調査項目
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伊勢大橋
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データは平成１２～２３年度

●は平成23年度分

アンダーフラッシュ操作による水質改善効果３．モニタリング調査結果
伊勢大橋（6.4km)

■フラッシュ終了直後 ■３時間後

底層DO改善 底層DO改善 底層DO改善

■９時間後

フラッシュ操作前（直前）とフラッシュ操作（後）の底層DOの比較

■フラッシュによるDO改善データの比率
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■フラッシュ前後DO平均値
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直後 3時間後 6時間後 9時間後

H12-22 データ数① 437 436 434 435

DO上昇数② 340 327 285 251

比率②/① 78% 75% 66% 58%

H23 データ数① 118 106 108 108

DO上昇数② 93 79 62 58

比率②/① 79% 75% 57% 54%

フラッシュデータ数



伊勢大橋
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フラッシュ操作による水質改善効果３．モニタリング調査結果

伊勢大橋（6.4km)
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DO改善効果
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DO改善効果
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底層DO改善 底層DO改善

ｸﾛﾛﾌｨﾙa改善 ｸﾛﾛﾌｨﾙa改善

439 個 100.0%

減少 239 個 54.4%

変化無し 10 個 2.3%

上昇 190 個 43.3%

操作前後クロ
ロフィルa比較

アンダーフラッシュ
データ数(H12-23)

198 個 100.0%

上昇 126 個 63.6%

変化無し 20 個 10.1%

低下 52 個 26.3%

オーバーフラッシュ
データ数(H12-23)

操作前後底層
DO比較

560 個 100.0%

上昇 436 個 77.9%

変化無し 52 個 9.3%

低下 72 個 12.9%

アンダーフラッシュ
データ数(H12-23)

操作前後底層
DO比較

127 個 100.0%

減少 76 個 59.8%

変化無し 4 個 3.1%

上昇 47 個 37.0%

オーバーフラッシュ
データ数(H12-23)

操作前後クロ
ロフィルa比較
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フラッシュ操作（7月13日～１4日）

ＤＯ改善効果３．モニタリング調査結果
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ＤＯ改善効果３．モニタリング調査結果
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ＤＯ改善効果３．モニタリング調査結果
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●フラッシュ放流基準の変更によるＤＯ低下頻度の減少（イメージ）

３．モニタリング調査結果
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時間経過

時間経過

7.5mg/l

6.0mg/l

※底層（河床から50cm）
新基準（底層DO7.5mg/lで実施）

旧基準（底層DO6.0mg/lで実施）

7.5mg/l

6.0mg/l

下流
水位

下流
水位

底層DO

底層DO

フラッシュ フラッシュ フラッシュ

フラッシュ フラッシュ

DOが6mg/l 以下
の時間積算量

DOが6mg/l 以下
の時間積算量

減少



伊勢大橋底層ＤＯが6mg/l以下に低下した期間（実測値）

３．モニタリング調査結果
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フラッシュ操作による水質改善効果３．モニタリング調査結果

平成２２年
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フラッシュ操作による水質改善効果３．モニタリング調査結果

●実測値：ＤＯ6mg/l以下に低下した時間積算量（4月～9月）

■伊勢大橋底層ＤＯ(6mg/l以下への低下の時間積算量）
　　（4月～9月合計）
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①フラッシュ操作回数・全開操作回数（Ｈ１２～Ｈ２３）

■フラッシュ放流総量・比率（H12～H23)
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②フラッシュ放流総量及び流入に占める割合

■4月～9月平均流量・水温
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水質調査結果（DO改善効果）と今後の課題

３．モニタリング調査結果

25

調査結果（事象） 今後の課題

●

伊勢大橋地点で、平成23年は平成12年～22年までと
同様に、フラッシュ操作前後で全操回数119回の内
78%の回で底層DOが上昇した。DOが上昇した個数は9
時間後には54%であった。

●
H23年度アンダーフラッシュ操作119回の内、操作前
ＤＯが6mg/l未満の回数は27回であった。

●

伊勢大橋地点（イセくん）において、フラッシュ操
作の実施後、底層水温の上昇が見られ、これに伴う
底層DOの上昇が確認された。長良川大橋、東海大橋
では上昇は確認されなかった。下流の揖斐長良大橋
地点では、潮汐に伴うDOの変動が大きい。

●
フラッシュ後は、水位の急激な変化（低下と上昇）
が上流まで時間差で伝播しており、段波が確認され
た。

●
伊勢大橋地点（イセくん）底層ＤＯの実測値につい
て、6mg/l以下低下の時間積算量は、平成23年度は平
成12年～23年（12カ年）中3番目に少なかった。

フラッシュ操
作によるDO変

化

調査項目

・①操作回数が増加したことによ
るDO低下頻度の減少への効果及び
②水位低下操作の効果（影響）に
ついて、気象・流況との比較及び
シミュレーションによる確認と共
に、経年的に状況を確認する必要
がある。
・また流動効果、水位変動状況と
あわせて効果メカニズムを検証
し、効果的操作について検討する
必要がある。



調査概要(流動調査)

１．目的 音響ドップラー流速計を使用し、フラッシュ操作
時の流れの変化を調査

音響ドップラー流向流速計

フラッシュ操作
(調節ゲート6号～9号) 定点観測

縦断観測横断観測 長良川河口
堰

調査イメージ

項目 調査内容 調査時期 調査地点

各地点における時系列的
な流れの変化を調査。

■地点毎の到達時間、影
響を比較

河川の上下流方向に船で
移動しながら流向・流速
を測定し、縦断方向の流
れの変化を調査。

■フラッシュの有無で影
響を比較

フラッシュ操作の実施
前・中・後について、横
断方向の流れの変化を調
査。

■フラッシュの有無で横断
の流れを比較

横断
観測

③

定点
観測

①

②
縦断
観測

操作の到達影響時間
を含む、前後３０分
程度

当該地点の到達時間
から開始し、影響が
無くなるまで移動
※継続30分≒4km

フラッシュ前・中・
後の時間に横断観測
※中は到達中

3.8km、4.0km、
4.3km、5.0km、
5.2km、5.6km、
6.1km、6.4km、
7.0km、8.0km、
13.6km、18.0km、
22.6km

3.0km～5.2km
6.0km～9.0km
13.6km～18.0km
19.0km～23.0km

3.8km、4.9km、
5.0km、5.2km、
6.0km

３．モニタリング調査結果
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調査時間

●操作ゲート：3～9号
（開度84cm）

■観測位置

観測地点5.0km
(右岸) 8/1

フラッシュ操作

観測開始
8:05

■定点5.0km 時系列観測

時間経過

長良川河口堰 (●フラッシュ操作 8:20～9:00)

■操作時流量・水位等

流れ変化（4分後到達）
9:04頃

３．モニタリング調査結果 （定点観測)5.0km（堰下流0.4km)

観測地点5.2km
(右岸) 7/6

下流方向 上流方向

●調査日：平成23年8月1日

●天候 ：曇り 潮目：大潮

(フラッシュ操作 8:20～9:00)

※黒部分観測不感帯

8月1日

堰下流
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流れ変化（5分後到達）
8:25頃

下流方向流速「増」

フラッシュ操作影響時間



■流量
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■塩化物イオン(mg/l)
揖斐長良（3.0km)
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３．モニタリング調査結果 （縦断観測)5.2km～3.4km(堰下流）

■操作時流量・水位等

■観測位置
●調査日：平成23年8月4日
●天候 ：晴れ 潮目：中潮

●操作ゲート：5,6,8,9号
（開度110cm）

(定点･横断観測)4.0km（堰下流1.4km）

■①定点4.0km 時系列観測（9:52～11:13）

(●フラッシュ操作 10:10～10:40)

10:47頃10:18頃 時間経過
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■②縦断 5.2～3.4km 観測（10:36～10:55）
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観測開始
9:52

●下流方向への流れ

●上流方向への流れ

フラッシュ操作

縦断観測
(5.2km～3.4km)

揖斐長良大橋 長良川河口堰

横断観測
（4.0km)

定点調査時間

放流を毎秒

約300m3増量

フラッシュ

定点観測
（4.0km)

5.0km
●下流方向への流れ

●上流方向への流れ

3.4km 4.0km 5.3km

河口堰

フラッシュ

上流下流

②縦断観測

観測終了
11:13

縦断観測接近10:47頃

8月4日(6:00-18:00)

※フラッシュ操作中

定点・横断
観測地点

流れ変化(8分後到達） 流れ変化(7分後到達）

●上流方向への流れ

5.0km

※黒部分は観測不感帯

※黒部分は観測不感帯

堰下流
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■塩化物イオン(mg/l)
揖斐長良（3.0km)
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9月14日

■観測位置

３．モニタリング調査結果
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水
深

（
m

)

東海大橋

下流方向 上流方向
●調査日：平成23年9月14日
●天候 ：晴れ 潮目：大潮

観測地点3.8km

フラッシュ操作

長良川河口堰

■①横断観測（３．８ｋｍ）

7:43

0m
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4m

6m

水
深

（
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)

8:43 8:50

左岸 右岸

左岸 右岸

左岸 右岸

流動調査（横断観測）3.8km（堰下流)

長良川

フラッシュ操作実施
中

調査時間

7:50フラッシュ操作実施前（満潮後）

9:04 9:11フラッシュ操作実施後（下げ潮時）

0m 550m

●下流方向への流れc

●上流方向への流れ

●下流方向への流れ

●下流方向への流れ

• 8月4日調査と同様に、フラッシュ操作期間中、3.8kmでは、表
層の流れが確認された。

0m

2m

4m

6m

水
深

（
m

)

(●フラッシュ操作 8:10～8:40)

9月14日(6:00-18:00)

■操作時流量・水位等 ●操作ゲート：6～9号
（開度107cm）

※黒部分は観測不感帯

※黒部分は観測不感帯

※黒部分は観測不感帯

堰下流

9月14日
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■堰下流塩化物(mg/l)

0

5000

10000

15000

20000

 6:00  7:00  8:00  9:00  10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

C
l
-
（

m
g
/
l
)

0

1

上層 中層 下層

操作ゲート：6号～9号
（開度103cm）

■観測位置 ■縦断5.2km～2.5km観測（9:20～9:52）
●調査日：平成23年9月16日
●天候 ：くもり 潮目：中潮

平成23年9月16日

■操作時水位等

下流 上流

5.2km

フラッシュ操作

観測開始

観測終了

揖斐長良大橋

3.8km2.5km

0m

2m

4m

6m

水
深

（
m

)

8m

長良川河口堰

３．モニタリング調査結果 （縦断観測)5.2km～3.0km(堰下流）

調査時間

●フラッシュ操作 9:10～9:40

揖斐川との

合流点付近

9:52 9:20

河口堰

フラッシュ

放流を毎秒
約300m3増量

●下流方向への流れ●下流方向への流れ

• 8月4日調査と同様に、フラッシュ操作期間中の測定で、4km付
近までは、表層の流れが確認されたが、揖斐川との合流より下
流では、影響は明確でなくなる状況が確認された。

下流方向 上流方向

9月16日(6:00-18:00)

■フラッシュ操作中

※黒部分は観測不感帯

堰下流
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●操作ゲート：6～9号
（開度93cm）

■観測位置 観測地点8.0km
(右岸) 6/22

フラッシュ操作

流れ変化(9分後到達）
11:09頃

観測開始
10:44

■定点8.0km 時系列観測

時間経過

長良川河口堰

(●フラッシュ操作 11:00～11:30)

■操作時流量・水位等

流れ変化
11:39頃

0m

水
深

（
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)

2m

4m

6m

8m

10m

３．モニタリング調査結果 （定点観測)8.0km（堰上流2.6km)

観測地点6.4km
(左岸) 6/21

（定点観測)6.4km（堰上流1.0km)

10:13頃9:54 時間経過
(フラッシュ操作 10:10～10:40)

流れ変化
10:44頃

0m

水
深

（
m

) 2m

4m

6m

下流方向 上流方向

●調査日：平成23年6月21日

●天候 ：曇り 潮目：中潮

●調査日：平成23年6月22日

●天候 ：晴れ 潮目：中潮

●操作ゲート：6～9号
（開度101cm）

■流量(m3/s)
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堰下流水位

調査時間 放流を毎秒
約300m3増量

流れ変化（3分後到達）
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(●フラッシュ操作 10:10～10:40)

(フラッシュ操作 11:00～11:30)

■定点6.4km 時系列観測

観測開始

※黒部分は観測不感帯

※黒部分観測不感帯

流速小 下流方向流速「増」

6月21日

6月22日

堰上流
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■流量（m3/s)
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堰下流水位

8月18日

●操作ゲート：6～9号
（開度105cm）

■観測位置
●調査日：平成23年8月18日
●天候 ：晴れ 潮目：中潮

■操作時流量・水位等

●フラッシュ操作 9:30-10:00

観測地点22.6km

調査時間

３．モニタリング調査結果 （定点観測)22.6km（堰上流17.2km)
（定点観測)13.6km（堰上流8.2km)

東海大橋

長良川大橋

観測地点13.6km

下流方向 上流方向

0m

水
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（
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) 2m

4m

6m

■定点13.6km 22.6km 時系列観測

10:25頃9:54頃 時間経過9:18 10:40
流れ変化(24分後到達） 流れ変化(25分後到達）
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水
深

（
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) 1m

2m

3m

4m

10:49頃10:19頃時間経過

観測開始 流れ変化(49分後到達） 流れ変化(49分後到達）

■13.6km（長良川大橋）

■２２.6km（東海大橋）

流速小 下流方向流速「増」

流速小 下流方向流速「増」

観測終了観測開始

11:00
観測終了

9:34

8月18日(6:00-18:00)

フラッシュ

放流を毎秒

約300m3増量

※黒部分は観測不感帯

※黒部分は観測不感帯

堰上流
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堰下流水位

操作ゲート：6号～9号
（開度64cm）

■観測位置
●調査日：平成23年9月28日
●天候 ：晴れ 潮目：大潮

■操作時流量・水位等

千倉水位観測所

フラッシュ
操作

6.0km

9.0km伊勢大橋

調査時間①
フラッシュ操作前

調査時間②
フラッシュ操作中

長良川河口堰

下流方向 上流方向

※黒部分は観測不感帯

３．モニタリング調査結果 堰上流 （縦断観測)6km～9km

●フラッシュ操作 10:40～11:10

■縦断 6.0km～9.0km観測

9月28日(6:00-18:00) 6.0km 7.0km 8.0km 9.0km
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0m

2m

4m

6m水
深

（
m

)

8m

7.0km6.0km 8.0km 9.0km

①フラッシュ操作 [前]10:07 10:34

②フラッシュ操作 [中]10:46 11:16

平成23年9月28日

上流下流

※黒部分は観測不感帯

●フラッシュ操作 10:40～11:10

河口堰

フラッシュ

5.4km

5.4km

河口堰
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調査概要(水質調査)

左岸
右岸

1m毎

調査状況

底上50cmまで

１．目的 フラッシュ操作の実施前後の水質変化を調査
するため、水質計(水質センサー)により測定

項目 調査内容 調査時期 調査地点

水質
観測

鉛直方向の水温分
布状況を測定。1m
間隔でＤＯ、水温、
塩分濃度(堰下流
のみ)を測定

フラッシュ操
作実施前、後

3.8km、4.0km、
6.4km、7.0km、
8.0km、13.6km、
18.0km、22.6km
※各地点
左岸・中央・右岸付
近の3地点

水質計（センサー）

調査地点（横断）

３．モニタリング調査結果 堰上流
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　■流入量・流出量（m3/s)
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フラッシュ 5.6km地点：堰上流

39.2km地点：墨俣

■伊勢大橋：6．4ｋｍ
水温（℃）
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フラッシュ 伊勢大橋表層水温

伊勢大橋低層水温 伊勢大橋底層水温

■伊勢大橋：6．4ｋｍ
DO(mg/l)
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観測地点7.0km

流動調査時（水質調査）7.0km（堰上流)

●調査日：平成23年8月18日
天候 ：晴れ 潮目：中潮

フラッシュ操作

単位

℃

調査時刻

(●フラッシュ操作 9:30～10:00)

8:04 ～ 8:08(befor)
12:18～12:22(after)

8:13 ～ 8:18(befor)
12:25～12:32(after)

8:21 ～ 8:24(befor)
12:35～12:40(after)

水質鉛直分布

DO

水温

水質自動監視
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左岸 中央 右岸

３．モニタリング調査結果

鉛直FL後鉛直FL前

欠測

欠測

35

※フラッシュ実施前後で表層水温及びＤＯ
の上昇が確認された。

実施前と実施後の観測間隔が4時間ある
ことによる気温上昇の影響等が考えられ
る。



■長良川大橋：１３．６ｋｍ　　定点水質観測結果　水温（℃）
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■長良川大橋：１３．６ｋｍ　　定点水質観測結果　DO(mg/l)
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　■流入量・流出量（m3/s)
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フラッシュ 5.6km地点：堰上流

14.2km地点：立田 39.2km地点：墨俣
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観測地点13.6km

●調査日：平成23年8月18日
天候 ：晴れ 潮目：中潮

フラッシュ操作

単位
℃

8:23 ～ 8:28(befor)
11:00～11:04(after)

8:41 ～ 8:45(befor)
10:53～10:56(after)

調査時刻

■長良川大橋：１３．６ｋｍ
水温（℃）
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フラッシュ 長良川大橋表層水温

長良川大橋低層水温 長良川大橋底層水温

■長良川大橋：１３．６ｋｍ
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流動調査時 水質調査 13.6km（堰上流)３．モニタリング調査結果
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　■流入量・流出量（m3/s)
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■東海大橋：２２．６ｋｍ　　定点水質観測結果　水温（℃）
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●調査日：平成23年8月18日
天候 ：晴れ 潮目：中潮
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℃
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(●フラッシュ操作 9:30～10:00)
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底層連続観測

流動調査時 水質調査 22.6km（堰上流)３．モニタリング調査結果
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流動調査結果と今後の課題

３．モニタリング調査結果

今後の課題

●
アンダーフラッシュ実施後は、堰下流では4.0km
付近まで、堰上流は22.6kmまで明確に、下流方
向への流速増加が認められた。

●
各地点時間差で流速が増加し、影響はフラッ
シュ実施時間中のみ確認された。

●
定点・縦断観測により、上流24kmまで流動変化
の影響が確認された。また水位観測により、上
流39.2kmまで水位変動が観測された。

●
鉛直方向は、表層から底層まで一様に下流方向
の流れが観測された。

堰下流 ●

定点及び縦断観測により、下流4km地点付近ま
で、流動変化の影響が確認された。3.8km地点よ
り下流では、揖斐川との合流による影響が大き
く、フラッシュ操作の影響は明確でない。

●
鉛直方向は、堰直下は下層付近での流れが速
く、流下に伴い中層から表層の流れが速くな
る。

堰上流 ●
水位変動状況から、段波の現象が確認された。
またセイシュの現象は確認できなかった。

堰下流 ●
底層付近の塩分濃度が高い場合には、底層付近
で逆流が観測された。

水質 堰上流 ●

フラッシュ操作前後のDO鉛直分布の比較では、
底層DOの改善は確認されなかった。実施前のDO
分布状況や、測定時刻による気温変化等の影響
が考えられる。

調査結果（事象）

堰上流

調査項目

流動
効果

流速
変化

効果
範囲

その
他

・フラッシュ操作による流動変化
について、①上げ潮・下げ潮②潮
目③流量の大小④ゲート操作（ア
ンダーまたはオーバー）⑤水温・
水質などの要素による系統立てた
データの蓄積が必要である。
・操作手法の違いやフラッシュ流
量の違いによる効果を確認する必
要がある。
・水質鉛直分布調査については、
測定時刻等、適切な調査について
検討し、実施する必要がある。

堰上流
堰下流
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調査概要(底質調査)

①調査地点 4.0km：3個所、5.0km：5個所、5.2km：5個所、

5.6km：5個所、6.0km：6個所

②試料採取
エクマンバージ採泥器(採泥面積15cm×15cm)を船上より投下し、河床

土を採取

③計測
ORP計（酸化還元電位計)により、採取した試料の酸化

還元電位を測定

④シジミの確認（堰下流地点）
採取した試料について、シジミ個数を確認

３．モニタリング調査結果

１．底質観測

No1

No5

5.6km

6.0km

No1

No6

No4
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No2

No1

No5

No4

No3

No2

5.2km

No1

No5

No4

No3

No2

5.0km

4.0km

No1

No3

No2

長良川河口堰
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調査概要(底質調査)３．モニタリング調査結果
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■5.2km地点
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底質調査（ＯＲＰ観測）３．モニタリング調査結果
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底質調査（ＯＲＰ観測）３．モニタリング調査結果

５．２ｋｍ地点調査無し

フォローアップ調査結果（直近5カ年：平成１８年～２２年）

５．６ｋｍ地点調査無し

調
査
無
し

調
査
無
し

調
査
無
し

調
査
無
し
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底質調査（シジミ確認数）３．モニタリング調査結果

調
査
無
し

調
査
無
し

No5 9月9日

No2 9月9日

No1 9月9日No3 8月8日

※エクマンバージ採泥器15cm×15cm≒0.02m2 1回当り
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２．浮泥厚調査
潜水によるアクリルコア採取と目視観察により、浮泥厚を調査 観測期間：概ね月1回実施

No.14No.17 No.2 No.5 No.8No.16

河床状況 アクリルコア採取調査位置（※）

調査概要(底質調査)３．モニタリング調査結果

■堰直下流軟浮泥厚（mm)・河床高(TP.m）
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9月（河床）

※調査地点のNoは、フォローアップ調査の河床高調査地
点から、フラッシュ放流ゲート前地点としてNo2,5,8を選定
しNo16,17を追加調査地点とした。また、比較対象として
No14を選定した。
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■流量(m3/s)
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３．濁度調査

(底質調査)３．モニタリング調査結果

■濁度　堰下流　（4.9km) 9月16日
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■塩分　堰下流　（4.9km) 9月16日
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■濁度　堰下流（4.9km) 9月14日
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濁度計
約20cm

約1m

調査位置：河口から4.9km 
観測間隔：１分毎に観測
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■塩分　堰下流　（4.9km) 9月14日
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底質調査結果（フラッシュ操作による底質の変化）

３．モニタリング調査結果

調査結果（事象） 今後の課題

●

ＯＲＰは、堰上下流ともマイナスの場合が多いが-
250mv～+150mvで、調査回毎に変動が大きく、一定の
増加又は低下傾向は見られない。フラッシュ操作の
他、出水による全開操作等の影響が考えられる

●

堰下流では、採泥時に、シジミが１回(15cm×15cm)
あたり0～99個確認された。4km 5km 5.2kmとも左
岸・中央・右岸で確認された。個体数は一定の増加
又は減少傾向は見られない。

●
表層に薄い浮泥が確認されたが、出水時の全開操作
後に減少している傾向が確認された。

●
フラッシュ操作を行っているゲートの直下と行って
いないゲートの直下（No14)で、堆積状況に若干の違
いが見られた。

濁度
調査

●
アンダーフラッシュ操作実施後、堰下流の底層（河
床から20cm)で、一瞬濁度が上昇する場合が見られ
た。堰上流では濁度上昇は見られない。

・フラッシュ操作回数の増加や、
出水時の全開操作に伴う底質の長
期的な変化について今後継続的に
確認する必要がある。
・フラッシュ操作実施後の、底層
濁度の上昇については、流動調査
等と併せて要因を確認する必要が
ある。

調査項目

ＯＲＰ
調査

浮泥
調査

底質
調査
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調査概要(底生動物調査)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ：調査ライン 

    ○  ：採集地点（各調査ライン上に左岸、流心、右岸の 3 カ所に設定） 

  
※4 ㎞、7㎞、8 ㎞については、任意採集としてシジミ類の生息状況を適宜観察する（５の②参照）。 

河
口
堰 

伊
勢
大
橋

Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
鉄
橋

東
名
阪
自
動
車
道 

揖斐川

長良川

3 ㎞ 4 ㎞ 5 ㎞ 6 ㎞ 7 ㎞ 8 ㎞ 9 ㎞ 

調査地点配置図 スミス・マッキンタイヤ型採泥器

１．目的 長良川河口堰の更なる弾力的な運用に伴うフラッシュ操作回数の増加による堰上下流域
の生物相の変動を把握

３．モニタリング調査結果

47

項目 調査項目 調査方法 調査地点

底生動
物調査

貝類、ゴカイ類、水生
昆虫類、ミミズ類等の
底生動物

スミス・マッキンタイヤ型採泥器で、1地点当たり
5回(採泥面積：0.05m2/回×5回=0.25m2)で採泥
を実施

長良川河口から、3km、5km、6km、9km
各地点左岸、流心、右岸の3個所



9月調査
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３．モニタリング調査結果

7月調査
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※ スミス・マッキンタイヤ型採泥器に
より採取。

※ 3km、5km、6km、9kmは、
0.5mm目合いのふるいを使用。

※ シジミ属には、幼貝を含む

底生動物調査（７月、９月）３．モニタリング調査結果

ヤマトシジミとシジミ属の個体数 (採泥面積0.25m2当り)

7月調査
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■ヤマトシジミ個体数
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３．モニタリング調査結果
平成６～１１年度：モニタリング調査結果

【ヤマトシジミ個体数(採泥面積0.25m2当り)】
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※ふるいの目合い：H6年（5mm）・H7年～H11年（2mm)・H23年（0.5mm:底生動物調査)を使用



３．モニタリング調査結果

底生動物調査結果と今後の課題

51

調査結果（事象） 今後の課題

●
地点別確認種数は、これまでのフォローアップ調査
結果と同様堰下流と堰上流で種組成に違いが見られ
たが、種類数に大きな違いは見られなかった。

●
7月及び9月の調査では種類組成及び個体数に大きな
変化は見られなかった。

●
堰下流ではゴカイ綱などの種が優占し、堰上流では
ミミズ綱（イトミミズ）や昆虫綱（ユスリカ）の種
が優占して確認された。

●
地点別個体数では、堰下流で二枚貝類が優占して確
認されており、これはヤマトシジミの個体数が多数
確認されたことによる。

●
7月及び9月の二回の調査で堰下流では、ヤマトシジ
ミが0.25m2あたり87～759個確認された。

・堰下流におけるヤマトシジミ個
体数の変化や成長状況（大きさ）
も含めた底生動物の長期的な変化
について、調査地点の見直し、及
びフォローアップ調査等により継
続して確認する必要がある。

底生動物調査

調査項目



４．今後の課題等について

アンダーフラッシュ操作回数増(41→119)回

フラッシュ操作基準引上（6.0mg/l→7.5mg/l)

H23年度

1. （効果）底層DO低下頻度の減少効果

3. フラッシュ効果（流動（堰上下流）水質（DO)改善）

・流動調査等 （条件による比較調査）

・今後調査（系統立てた調査計画）

①調査項目：効果範囲、時間、流速変化
・自然条件（潮汐・流況・気象・水質）
・操作条件（アンダーオーバー・流量等）

・自動監視・気象観測・操作データ解析

（効果・影響検証）モニタリング調査

※伊勢大橋底層DO

・ 統計的分析の継続（回数・オーバーフロー等）

・ シミュレーションによる効果確認（検証調査含む）

・定期的底質・底生動物調査（定点）

課題

・ 経年的調査データの蓄積

・ 調査地点・項目の追加・見直し
課題

課題

①回数（開始基準）

②放流量（フラッシュ+水位低下等）
③アンダー・オーバー

2. 底質・底生動物への影響

※

※（参考）水位低下操作について

4. 最適フラッシュの検討

事前・事後の改善（再確認）

※
課題
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※放流手法等

フラッシュ操作

満潮 満潮

干潮

時間

約12h(1日2回)

管理目標水位 管理目標水位

フラッシュ操作
(アンダーフロー)

水位低下操作
(オーバーフロー)

水位回復操作
(オーバーフロー)

満潮1h前を目途に

管理目標水位に回復

堰下流水位

堰下流水位
※

※水
位

※
塩水が侵入しない条件

アンダーフロー時は
上下流水位差20cm以上

オーバーフロー時は
上下流水位差10cm以上

時間

流
量

流入量 放流量

300m3/s増

フラッシュ操作
(アンダーフロー)

水位低下操作
(オーバーフロー)

水位回復操作
(オーバーフロー)
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万m3

【現 状】

※

30分


